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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装填された光ディスクの種別を判別する光ディスクの判別方法において、
　上記光ディスクのリードインゾーンに記載されたディスク情報によりＤＶＤ－ＲＯＭで
あることを検出した後、上記光ディスクのデータゾーンにおけるデータ開始位置からのデ
ータの読み出しによってデータが記録されていないことを検出したときは、上記光ディス
クをＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクと判定するとともに、上記光ディ
スクの読み取り動作を停止する、
　ことを特徴とする光ディスクの判別方法。
【請求項２】
　前記データゾーンから所定振幅以上のトラッキングエラー信号が検出されないときは、
前記データゾーンにデータが記録されていないと判定することを特徴とする請求項１記載
の光ディスクの判別方法。
【請求項３】
　前記データゾーンにおいてトラッキングオンの制御を行い、トラッキングオン不可にな
ったときは、前記データゾーンにデータが記録されていないと判定することを特徴とする
請求項１記載の光ディスクの判別方法。
【請求項４】
　前記ＤＶＤ－ＲＯＭであることの検出は、
前記光ディスクのリードインゾーンにおけるコントロールデータゾーンに記載されている
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Ｂｏｏｋ Ｔｙｐｅに基づき検出することを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記
載の光ディスクの判別方法。
【請求項５】
　装填された光ディスクの情報の記録および／または再生を行う光ディスク装置において
、
　上記光ディスクのリードインゾーンに記載された情報によりＤＶＤ－ＲＯＭであること
を識別する第一識別手段と、
　上記光ディスクのデータゾーンにおけるデータ開始位置からのデータの読み出しによっ
てデータが記録されていないことを識別する第二識別手段と、
　上記第一識別手段によってＤＶＤ－ＲＯＭであると識別された場合に、上記第二識別手
段によって上記データゾーンにデータが記録されていないと識別されたときは、上記光デ
ィスクをＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであると判定するとともに、
上記光ディスクの読み取り動作を停止する判別手段と
　を備えたことを特徴とする光ディスク装置。
【請求項６】
　前記第二識別手段は、所定振幅以上のトラッキングエラー信号を検出できないときに、
前記データゾーンにデータが記録されていないと判定することを特徴とする請求項５記載
の光ディスク装置。
【請求項７】
　前記第二識別手段は、前記データゾーンにおいてトラッキングオンの制御を行い、トラ
ッキングオン不可になったときは、前記データゾーンにデータが記録されていないと判定
することを特徴とする請求項５記載の光ディスク装置。
【請求項８】
　前記ＤＶＤ－ＲＯＭであることの識別は、
前記光ディスクのリードインゾーンにおけるコントロールデータゾーンに記載されている
Ｂｏｏｋ Ｔｙｐｅに基づき判別することを特徴とする請求項５～７のいずれか１項に記
載の光ディスク装置。
【請求項９】
　情報処理装置にインストールすることにより、情報処理装置に請求項５～８記載の第一
識別手段、第二識別手段、および判別手段の機能を実現させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光ディスクの判別方法、その判別方法を実現する光ディスク装置およびプロ
グラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ディスクの一形態であるＤＶＤ（ Digital Versatile Disc ）には種々の規格があり
、利用形態の変化に応じて新しい規格が設定されている。このため、ＤＶＤを光ディスク
装置に装填したときに、装填されたＤＶＤの種別を判別することが必要であり、そのＤＶ
Ｄの種別を判別する技術として、以下の特許文献に開示される提案が知られている。
【特許文献１】特開２００４－２４６９９０号公報
【特許文献２】特開２０００－３１５３５５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、新しいＤＶＤの規格として、ＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格が提案されてい
る。このＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格は、コンテンツサプライヤがＤＶＤを消費者に供
給するのではなく、コンテンツサプライヤからオーソライズされたサービスプロバイダな
どが、コンテンツをＤＶＤに記録して消費者にＤＶＤを提供する、あるいはオーソライズ
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された業者の店頭でユーザが購入したＤＶＤブランクディスクにコンテンツを書き込む等
の各利用形態を想定した規格である。
【０００４】
　このＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格では、ＤＶＤのコントロールデータゾーン（制御情
報が記録される領域　以下で述べるリードインゾーンとほぼ同義である）に、違法なコピ
ーの防止、及び違法コンテンツ再生防止など、著作権を保護するための制御信号があらか
じめ記録される規格（ＥＳＴ２の規格）がある。
【０００５】
　すなわち、コントロールデータゾーンには、次の４つの情報が記録される。
１）Ｂｏｏｋ　Ｔｙｐｅ
２）コンパチブル・パートバージョン
３）ディスクインジケータ
４）Ｍａｘｉｍｕｍ　ｒｅｃｏｒｄｅｄ　ａｄｄｒｅｓｓ
【０００６】
　ここで、コントロールデータゾーンのＢｏｏｋ　ＴｙｐｅにＤＶＤ－ＲＯＭと記載され
ていると、論理的にはＤＶＤ－ＲＯＭとして認識され、データゾーンには、データが記録
されていることが前提であるものと認識される。
【０００７】
　このため、仮に、データゾーンにデータが記録されていないブランクディスクが光ディ
スク再生装置に装填されると、光ディスク再生装置は、コントロールデータゾーンを読み
取って、そのブランクディスクを、Ｂｏｏｋ　Ｔｙｐｅの記載に基づいて論理的にはＤＶ
Ｄ－ＲＯＭと認識する。そのため、光ディスク再生装置は、次に、データゾーンのシーク
を行い、記録されたデータの読み取り処理に移る。
【０００８】
　しかし、ブランクディスクには、そのデータゾーンにデータが記録されていないので、
データゾーンのデータ読み取り動作に移っても、データの読み取りができない。このため
、光ディスク再生装置は、データ読み取り動作を無限に継続する無限ループ動作に陥る可
能性がある。また、読み取るべきデータがないため、データ処理装置側で障害が発生した
ものと誤認するなどの誤動作を生ずるおそれがある。
【０００９】
　本発明は、上述の問題を解決するもので、データゾーンにデータの記録がないＤＶＤ 
Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであることを簡単に判別することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明は、装填された光ディスクの種別を判別する光ディスクの判別方法において、光
ディスクのリードインゾーンに記載されたディスク情報によりＤＶＤ－ＲＯＭであること
を検出した後、光ディスクのデータゾーンにおけるデータ開始位置からのデータの読み出
しによってデータが記録されていないことを検出したときは、光ディスクをＤＶＤ Ｄｏ
ｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクと判定するとともに、光ディスクの読み取り動作を
停止することを特徴とする。
【００１１】
　また、データゾーンから所定振幅以上のトラッキングエラー信号が検出されないときは
、データゾーンにデータが記録されていないと判定することができる。
【００１２】
　また、データゾーンにおいてトラッキングオンの制御を行い、トラッキングオン不可に
なったときは、データゾーンにデータが記録されていないと判定することができる。
【００１３】
　またＤＶＤ－ＲＯＭであることの検出は、光ディスクのリードインゾーンにおけるコン
トロールデータゾーンに記載されているＢｏｏｋ　Ｔｙｐｅに基づき検出することができ
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る。
【００１４】
　別の本発明は、装填された光ディスクの情報の記録および／または再生を行う光ディス
ク装置において、光ディスクのリードインゾーンに記載された情報によりＤＶＤ－ＲＯＭ
であることを識別する第一識別手段と、光ディスクのデータゾーンにデータが記録されて
いないことを識別する第二識別手段と、第一識別手段によって論理的にＤＶＤ－ＲＯＭで
あると識別された場合に、第二識別手段によってデータゾーンにおけるデータ開始位置か
らのデータの読み出しによってデータが記録されていないと識別されたときは、光ディス
クをＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであると判定するとともに、光デ
ィスクの読み取り動作を停止する判別手段とを備えたことを特徴とする。
【００１５】
　第二識別手段は、所定振幅以上のトラッキングエラー信号を検出できないときに、デー
タゾーンにデータが記録されていないと判定することができる。
【００１６】
　第二識別手段は、データゾーンにおいてトラッキングオンの制御を行い、トラッキング
オン不可になったときは、前記データゾーンにデータが記録されていないと判定すること
ができる。
【００１７】
　ＤＶＤ－ＲＯＭであることの識別は、光ディスクのリードインゾーンにおけるコントロ
ールデータゾーンに記載されているＢｏｏｋ　Ｔｙｐｅに基づき判別することができる。
【００１８】
　また、別の本発明は、情報処理装置にインストールすることにより、情報処理装置に第
一識別手段、第二識別手段、および判別手段の機能を実現させるプログラムである。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであることを簡単
に判別し誤動作を防止することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図面を参照して、本発明の実施の形態を説明する。
【００２１】
　図１は、光ディスク装置の構成の一部を示すものである。この光ディスク装置は、装填
されたＤＶＤ１がモータ２によって回転し、これを光ピックアップ（図１ではＰ／Ｕと示
す）３によりＤＶＤ１内に記録されたデータを読み取る再生装置の例である。
【００２２】
　光ピックアップ３は、読み取られた信号を処理し、その処理した信号に基づいて光ピッ
クアップ３のサーボ制御を行う信号処理／サーボ制御部４と接続されている。信号処理／
サーボ制御部４は、光ピックアップ３により読み取られた信号を処理してその処理結果を
出力する信号処理の機能と、これらの読み取られた信号に基づいて、光ピックアップ３の
フォーカス、トラッキングのサーボ制御を行うサーボ制御の機能をもつ。信号処理の機能
は、リードインゾーンおよびデータゾーンで読み取られた信号を処理して出力する機能を
有し、Ｂｏｏｋ　Ｔｙｐｅ情報の検出／出力、その他の制御信号の検出／出力、トラッキ
ングエラー信号の検出／出力を行う機能を有する。この信号処理／サーボ制御部４は、Ｒ
Ｆフロントエンドおよびディジタル信号処理の機能、光ピックアップ３のアクチュエータ
であるフォーカスサーボ駆動部、トラッキングサーボ駆動部に対してサーボ制御信号を与
えるサーボ制御の機能をもつものである。
【００２３】
　信号処理／サーボ制御部４は、リードインゾーンに記載されているディスク情報を識別
する点、およびデータゾーンにデータが記録されていないことを識別する点で、それぞれ
第一識別手段および第二識別手段に対応する。
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【００２４】
　ディスク判別部５は、信号処理／サーボ制御部４から出力されるディスク情報検出信号
およびＴＥ（トラッキングエラー）検出信号が入力され、ＤＶＤ１がどのような種類のも
のかを判別し、その判別出力をする手段である。この判別出力により、光ディスク再生装
置は、装填されたＤＶＤ１がＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであると
判定された場合、そのＤＶＤ１の読み取り動作を停止し、再生停止動作あるいはＤＶＤ１
そのものをイジェクトする処理を行うことができる。
【００２５】
　つぎに、図２のフローチャートを参照して、光ディスクの判別方法について説明する。
【００２６】
　図２は、装填された光ディスクがＤＶＤ１と判別された後に、当該ＤＶＤ１がダウンロ
ード規格のＤＶＤであり、データゾーンにデータの書き込みがないブランクディスクであ
ると判定する一連の処理を示すフローチャートである。
【００２７】
　まず、光ディスク装置は、光ピックアップ３をＤＶＤ１の内側にあるコントロールデー
タが記録されているリードインゾーンにシークし、リードインゾーンの読み取りを行う（
ステップＳ１）。信号処理／サーボ制御部４は、そのリードインゾーンにおけるコントロ
ールデータゾーンに記載されているＢｏｏｋ　Ｔｙｐｅを読み、論理的なディスク情報を
判別する（ステップＳ２）。Ｂｏｏｋ　ＴｙｐｅにＤＶＤ－ＲＯＭ以外のディスク情報が
記載されている場合は、ＤＶＤ－ＲやＤＶＤ－ＲＷなどと記載されており、それらのディ
スクであると判定する（ステップＳ７）。
【００２８】
　一方、Ｂｏｏｋ　ＴｙｐｅがＤＶＤ－ＲＯＭであると検出されると、ＤＶＤ１は論理的
にはＤＶＤ－ＲＯＭと判断されるので、光ディスク装置は、光ピックアップ３をデータゾ
ーンに移動し、データゾーンにおけるデータの読み出しを行う（ステップＳ３）。例えば
30000ｈ番地はデータゾーンの開始番地なので、この30000ｈ番地からデータの読み出しを
行う。このとき、信号処理／サーボ制御部４は、位相差方式（ＤＰＤ　differencial pha
se detection）によりトラッキングエラー信号の検出も行い、トラッキングエラー信号の
有無を判別する（ステップＳ４）。この判別の結果、所定の振幅（レベル）を越えるトラ
ッキングエラー信号が検出されないときは、信号処理／サーボ制御部４は、トラッキング
エラー信号が無いという出力をディスク判別部５に出力する。
【００２９】
　ディスク判別部５は、リードインゾーンでＢｏｏｋ　ＴｙｐｅがＤＶＤ－ＲＯＭである
と検出され、かつ、データゾーンでトラッキングエラー信号が検出されないときは、装填
されたＤＶＤ１がＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであると判定する（
ステップＳ５）。光ディスク装置は、当該ブランクディスクであるとの判定により、再生
動作を停止したり、あるいはイジェクト等の処理を行う（ステップＳ６）。
【００３０】
　一方、ステップＳ４の判別の結果、トラッキングエラー信号が検出された場合は、デー
タゾーンにデータが記録されているので、ＤＶＤ１をＤＶＤ－ＲＯＭであると判定し（ス
テップＳ８）、再生動作に移行する（ステップＳ９）。
【００３１】
　データゾーンにデータが記録されている場合は、各トラックにデータ内容が「１」また
は「０」を示すピットとして記録されており、このピットを検出することで、通常トラッ
キングエラー信号は、所定幅の振幅変動、例えば数百ミリＶの出力変動幅ののこぎり状の
波形として検出される。しかし、データゾーンにデータが記録されていない場合は、ピッ
トが形成されていないので、トラッキングエラー信号としては、微小レベルの信号しか検
出されない。このため、ブランクディスクでトラッキングエラー信号として、ピットが形
成されていないレベルの信号しか検出されない場合は、信号処理／サーボ制御部４からは
トラッキングエラー信号の検出が無いという出力がされる。
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　また、データゾーンにデータの記録がないことの検出方法としては、信号処理／サーボ
制御部４により、トラッキングエラー信号の検出指示を行い、そのレベルが所定の範囲に
達しないか否かによりトラッキングエラー信号が無いと判断するのではなく、単に、トラ
ッキング動作指令（トラッキングオン）を行って、トラッキングオン不可（トラッキング
ＯＦＦ）となった場合も、データの記録が無いと判定することもできる。
【００３３】
　リードインゾーンのＢｏｏｋ　Ｔｙｐｅの記録から論理的にＤＶＤ－ＲＯＭと判断され
るので、トラッキングサーボ制御とフォーカスサーボ制御を行ってデータの読み取り制御
が行われる。しかし、ブランクディスクにはデータの記録がないため、トラッキングサー
ボ制御を行うためのトラッキングエラー信号が得られず、フォーカスサーボ制御のみが行
われ、トラッキングオンとはならない（トラッキングサーボ制御がオンにならない）ため
、データゾーンにデータが無いという判定ができる。この判定は、トラッキングエラー信
号の振幅レベルを比較することなく、トラッキングサーボ制御の挙動で判断できる点で簡
便であるという利点がある。
【００３４】
　なお、上述の実施の形態では、最初にリードインゾーンからディスク情報の検出を行い
、続いてデータゾーンのトラッキングエラー信号の有無の検出を行う例で説明したが、そ
の検出動作の前後が逆転してもよい。
【００３５】
　また、このリードインゾーンからのディスク情報の検出と、データゾーンのデータ記録
の有無とから、ＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであるとの判別を行う
発明は、制御用のプログラムを情報処理装置にインストールすることによっても実現でき
る。従来のＤＶＤ再生装置のディスク判別ソフトウェアの一部として、リードインゾーン
からのディスク情報識別機能、データゾーンからのデータ記録の有無識別機能、両者の識
別結果に基づいてダＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであると判別する
判別機能を実現する制御用のプログラムをインストールすることにより、ＤＶＤ再生機で
、ＤＶＤ Ｄｏｗｎｌｏａｄ規格のブランクディスクであることを判別することが可能で
ある。このような制御用のプログラムは、ＣＤ－ＲＯＭ等の記録媒体に記録されることに
より、情報処理装置内に容易にインストールすることができる。またネットワークを介し
て当該制御用のプログラムを情報処理装置内にインストールすることもできる。
【００３６】
　なお、上記実施の形態は、ＤＶＤ再生装置の例で説明したが、ＤＶＤ記録装置でも同様
に実施できる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明の実施の形態に係る光ディスク装置の構成の一部を示す図。
【図２】本発明の実施の形態の処理動作を示すフローチャート。
【符号の説明】
【００３８】
　１　ＤＶＤ
　２　モータ
　３　光ピックアップ
　４　信号処理／サーボ制御部（第一識別手段、第二識別手段）
　５　ディスク判別部（ディスク判別手段）
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